
 

 

 
渋
谷
区
教
育
委
員
会
は
、
区
立

小
学
校
18
校
、
中
学
校
８
校
、

幼
稚
園
５
園
の
老
朽
化
対
策
と

し
て
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。 

 

私
は
、
昨
年
の
第
３
回
定
例
会

の
代
表
質
問
に
続
い
て
、
今
年
の

第
１
回
定
例
会
の
代
表
質
問
で
、

改
め
て
計
画
の
問
題
点
を
具
体

的
な
事
例
も
示
し
て
明
ら
か
に

し
、
見
直
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

以
下
、
私
の
質
問
と
区
長
答
弁

の
要
旨
で
す
。 

 

学
校
長
寿
命
化
計
画
、
区
立
幼

稚
園
の
存
続
に
つ
い
て 

田
中
質
問 

学
校
施
設
長
寿
命

化
計
画
に
は
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

第
１
に
、
「
学
校
統
廃
合
」
を

検
討
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
Ｐ
Ｉ

Ｓ
Ａ
の
学
力
調
査
で
高
い
成
果

を
あ
げ
て
い
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

共
和
国
は
、
小
学
校
は1

学
年
約

20
人
、
学
校
規
模
は
１
４
０
人
で
、

複
式
学
級
も
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
統
廃
合
で
な
く
、

小
人
数
学
級
を
拡
大
し
、
小
規
模

校
の
良
さ
を
生
か
し
て
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
も
守
る

べ
き
で
あ
り
、
学
校
統
廃
合
は
や

め
る
べ
き
で
す
。 

 

第
２
に
、
「
区
民
施
設
と
の
複

合
化
、
共
用
化
」
で
す
が
、
す
で

に
複
合
化
を
進
め
た
大
田
区
で

は
、
①
床
面
積
は
増
え
、
構
造
が

複
雑
化
し
て
単
独
で
の
建
設
よ

り
コ
ス
ト
は
高
く
な
り
、
工
期
も

延
び
た
。
②
施
設
が
大
規
模
化
し

一
人
当
た
り
の
校
庭
面
積
が
減

っ
た
。
③
地
域
と
の
交
流
は
、
効

果
が
限
定
的
と
の
報
告
も
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
先
行
事
例
を
調

査
・
研
究
し
、
複
合
化
あ
り
き
で

進
め
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

第
３
に
、
整
備
手
法
と
し
て
Ｐ
Ｐ

Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
検
討
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
「
効
率
的
な
運
用
」

の
た
め
、
民
間
活
力
や
民
間
資
金

を
活
用
し
、
学
校
施
設
の
包
括
的

管
理
委
託
や
指
定
管
理
者
制
度

も
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は

教
育
目
的
よ
り
も
民
間
の
利
益

が
優
先
に
さ
れ
か
ね
ず
、
区
民
の

声
が
届
き
に
く
く
な
り
ま
す
。
公

教
育
の
目
的
に
反
す
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ

／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
や
め
る
べ
き
で
す
。 

以
上
３
つ
の
問
題
に
つ
い
て
、
区

長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。
個
々
の

学
校
施
設
長
寿
命
化
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
の
意
見
を
尊
重
し
な

が
ら
、
学
校
、
保
護
者
、
住
民
と

十
分
に
話
し
合
い
を
す
べ
き
で

す
。
所
見
を
伺
い
ま
す
。 

新
年
度
の
区
立
幼
稚
園
の
入

園
希
望
者
が
10
人
未
満
の
園
が

あ
り
、
区
立
幼
稚
園
を
残
し
て
ほ

し
い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
「
渋
谷
区
立
幼
稚
園
の
在

り
方
検
討
会
」
で
は
、
３
年
保
育

を
求
め
る
声
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。 区

立
幼
稚
園
は
、
３
年
保
育
を

実
施
し
て
、
存
続
す
べ
き
で
す
。

区
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。 

区
長
答
弁 

学
校
施
設
長
寿
命

化
計
画
は
、
地
域
の
意
見
を
広
く 

募
っ
て
、
適
切
に
策
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
ご
指

摘
の
３
点
が
問
題
だ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 

 

今
後
も
学
校
関
係
者
と
適
切
に
協
議
を
進
め
な

が
ら
す
す
め
て
い
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
区
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
で
渋
谷
区
立
幼
稚
園
の
在
り
方
検
討
会
を
実
施

し
て
お
り
、
そ
の
結
論
を
踏
ま
え
適
切
に
判
断
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

複合化・共用化をすすめている大田区を視察 
日本共産党区議団は、４月２２日小中学校の複合化・共用化

をすすめている大田区を視察しました。党大田区議団にご協力

いただきました。視察の一部を紹介します。 

＜大田区立入新井第一小学校の複合化の概要＞ 

・小学校に複合化する施設： 

文化活動支援施設(多目的ホール)、区民活動施設(多目的室、

音楽スタジオ)、地域包括支援センター、シニアステーショ

ン、消防団本部、地区防災備蓄倉庫、放課後こども教室、適

用指導教室、子育て支援施設、児童多目的広場 

 

●大田区議団から指摘された複合化の問題点 

・工期が長くなり教育環境の悪化が長期化する。(入新井小の

場合７年間)  

・複合化により施設が高層化することによる教育環境の悪化。

(入新井小の場合、現在２階建てが４階建てに) 

・多くの人が出入りすることで、安全安心の確保が困難になる。 

・複数の施設を１カ所に集約することで、身近に公共施設がな

くなり区民サービスや災害時の対応などが後退する。 

・工事が大規模化し、大手ゼネコンしか受注できず、地元の業

者に仕事が回らない。(区民の税金が、地域に回らない) 

区
議
会
第
１
回
定
例
会
・
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
の
問
題
点
正
せ 

学
校
は
教
育
環
境
最
優
先
に
！
統
廃
合
、
複
合
化
、
民
間
活
力
の
導
入
止
め
よ 

 

 
 

 

 

に…
 

 

Ｎｏ．５６３ 

２０２２年 

４月２８日

区政リポート 渋谷区議会議員 

「渋谷区学校施設長寿命化計画」(抜粋) 

小規模校を中心に統廃合を検討 

●児童・生徒数、学級数の実態・課題のまとめ 

特に小学校において学級規模の格差が大きく、代官山・恵

比寿・広尾地域（長谷戸小、常磐松小、鉢山中、広尾中）、

代々木・千駄ヶ谷・原宿・神宮前地域（鳩森小）、笹塚・

幡ヶ谷・初台・本町地域（笹塚中）において、学校再編（学

区変更、統廃合）検討の必要性がある。 

区民施設との複合化、共用化を推進 

●学校施設の目指すべき姿のまとめ 

（方向性） 

区民施設との複合化、共用化 

民間資金の活用を検討 

●整備手法の検討（PPP／PFI 等） 

民間事業者の能力・ノウハウや資金を活用する PPP／

PFI 方式等の新しい事業手法の可能性を検討 
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複
合
化
し
た
志
茂
田

小
・
中
学
校
を
視
察
。 

http://tmasayan.exblog.jp/

